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正準変換の直接条件：

∂Q

∂q
=

∂p

∂P
, (1)

∂Q

∂p
= − ∂q

∂P
, (2)

∂P

∂p
=

∂q

∂Q
, (3)

∂P

∂q
= − ∂p

∂Q
(4)

が成立していればよい。

(Q,P ) = (q cosϕ+ p sinϕ,−q sinϕ+ p cosϕ) (5)

という変換の逆、つまり (q, p)を (Q,P )の関数として書くと、

(q, p) = (Q cosϕ− P sinϕ,Q sinϕ+ P cosϕ) (6)

である。したがって

(i) ∂Q
∂q = cosϕ

(ii) ∂p
∂P = cosϕ

従って式 (1)が成り立つ。式 (2)–(4)も同様。


